
◎ロータリーソング　それでこそロータリー 

◎会長の時間　長野会長
　昨日、柄にもなく、ロータリーの手続要覧、定款
を見直そうといろいろネットで調べていたところ、
マイロータリーの登録という項が目につきまして、
これはRIのホームページにあるんですが、とりあえ
ずやっておくかと思いやってみました。非常に解り
にくいのです。日本語の入力項目があるのですが、入力は実はア
ルファベットだったり、ホームページの動きがスムーズじゃなかっ
たり、できたと思ったらプロフィールがアメリカ在住になってい
たりなど。結局、昨日は正しく登録できませんでした。
　そして、先ほどRIの事務局に問い合わせてやっと登録ができま
した。実はこれには原因がありまして、私の入会時のデータがRI
事務局にあり、そのデータと私が入力したデータが一致しないた
め正しくない登録をしてしまったようです。私の場合は入会時に
メールアドレスを登録していないことが原因でした。
　名前とメールアドレス、パスワードの設定をすれば終わりなの
ですが、RI事務局にある入会時のデータと自分が入力したデータ
が同じでないといけません。
　難しいと言ってましたが、仕組みが解れば簡単です。皆さん、
登録してみてはいかがでしょうか？ただし、自分の情報は確認し
てからお願いします。
　さて、本日の例会は豊前の賢明寺大江副住職さんをお迎えして
の例会です。以前、なかなか格好良い豊前のプロモーションビデ
オを作っておられたと思います。その辺の話を踏まえお話を聞か
せていただければ幸いです。

◎幹事報告　黒瀬幹事
●例会変更　大分RC、大分東RC、大分臨海RC、大
分南RC、大分中央RC、大分1985RC、別府RC、
別府東RC、別府中央RC

●週報受理　八代RC、宇佐RC
●幹事報告
・2017～2018年度地区研修・協議会　開催日程のご案内
・中津中央RCより3月例会プログラム
・地区大会ロータリー財団創立100周年記念チャリティーゴルフ大
会ご参加のお願い

・ハイライトよねやま2月号

◎委員会報告
　辛嶋会員
　（米山奨学生世話クラブカウンセラー）
　米山奨学生胡正倫君へ今月奨学金を授
与いたします。

◎ニコニコボックス　担当：会員増強委員会
〔辛嶋会員〕歯科医師会の役員旅行で、先週金曜から、横須賀の神
奈川歯科大学資料館、軍港巡りの後、次の日、東京で迎賓館を見学
の後、築地「すしざんまい」でマグロを食しました。お天気に恵ま
れ、良い旅行が出来ました。  
〔加来会員〕私も東京に出張に行ってまいりましたが、往きが土曜
の朝、雪でしたが、空港にたどり着くまでが、タクシーが来なかっ
たり、バスの外れかけたチェーンで大変でした。  
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前回（1292回例会）の記録
平成29年２月16日（木）

■ゲスト
浄土真宗本願寺派
賢明寺　副住職　大江英崇氏

■ビジター
東納栄一氏（中津中央）

■出席報告
 会　員　数　24名
 免 除 者 数 ４名
 対 象 者 数　20名
 本日出席者　13名
 欠 席 者 数 ７名
 出　席　率　35.00%

■1291回出席報告の修正
　1291回欠席者 ８名
　メイクアップ ２名
　欠　席　者 ６名
　修正出席率　 60.00%→　70.00%
●メイクアップ
加来会員（中津中央RC 2/7）
辛嶋会員（ワールド大阪Ｅ-RC 2/9）

●欠席者
長野（定）会員、長野（修）会員、仲本会員、鎧坂会員
宇都宮会員、矢頭会員

会長  長 野  定 生 　　幹事  黒 瀬  孝 一　　会報担当  二反田  新 一　　クラブ広報委員長  二反田  新 一

◉本日の例会プログラム 夜間例会

◎次回例会プログラム ＰＥＴＳ報告
 次年度会長　黒瀬孝一
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〔中島会員〕本日卓話をお願いします大江さん、ありがとうござい
ます。今週は出張続きで、うちでご飯を１回しか食べてませんが、
来週はゆっくりできそうです。
〔若松会員〕長崎のランタン祭りに行ってきました。２月の11日で
したが、当日、朝から雪で、中津を７時半に出て、長崎に着いたの
が３時半でした。大変でした。
〔黒瀬幹事〕中島会員に貸してたニコニコ1,000円が戻ってきました
ので、また、若松さんがマスクをしているので、私のインフルエン
ザがうつったのではと心配しましたが、そうではないようで安心し
ました。加来さんの新しいニコニコのスタイル（スマホで音の提供）、
今度私も試してみたいと思います。
〔長野会長〕先日の雪の日、仕事で福岡まで行きました。高速道路
も小倉東から入れまして、順調につきました。有名なわらべもちの
屋台に遭遇して、大変ラッキーでした。
〔永松会員〕私も５～６年前に「すしざんまい」で、仲間７～８人
と堪能しました。

◎ゲスト卓話
「お寺と地域のかかわりについて」
浄土真宗本願寺派　賢明寺　副住職　大江英崇氏 

自己紹介　1983年　滋賀県草津市出身
　　　　　浄土真宗本願寺派のお寺生まれ＆育ち
　　　　　現在、33歳。
　　　　　龍谷大学　文学部　真宗学科卒業
　　　　　中央仏教学院（本科・研究科）
　　　　　住職過程（伝道院・布教使）
　　　　　ユニクロで準社員として1年弱、働く
　　　　　2009年　７年前に結婚し福岡県豊前市のお寺へ
現　　在　浄土真宗　本願寺派　賢明寺　副住職
　　　　　浄土真宗　本願寺派僧侶
　　　　　浄土真宗　本願寺派布教使
　　　　　ローカルWebメディアぶぜんらいふ。編集長
　　　　　（のちほど、詳しく）

Q.お寺の仕事と言えば？
　葬儀、法事、法要
　大事なことですが、それ
だけではありません。

活動を始めた理由
出身の滋賀県草津市（人口13万人）から、７年前に結婚し、福岡県
豊前市（２万６千人）へ。人口減少、少子高齢化を目の当たりに。
独自アンケート　平均72歳・健康寿命72歳
↓↓↓
将来に対する不安　強い危機感

２つの危機感　「経済的な」危機感
　　　　　　　「教えが伝わらない」　という危機感

重要な観点　　 どうして伝えるのか？
　　　　　　　お寺のエゴではない。
　　　　　　　 ややもすると、押しつけになるが、今の世の中にあっ

て、「たった今から必要なこと」という確信があり
ます。

活動の原点になる想い　自分自身が支えられた、阿弥陀様のお心。
　　　　　　　　　　　一人でも多くの人に伝えたい。
　　　　　　　　　　　Ex）おいしい料理。
　　　　　　　　　　　そして、次の世代へ。

活動の２大ポイント　・寺院活性化
　　　　　　　　　　・地域活性化
　　　　　　　　　　共通の課題が見つかった。
　　　　　　　　　　人口減少　少子高齢化

方向性のヒント　『地域なくしてお寺なし』という仲間の言葉。
　　　　　　　　〇「地域があってお寺がある。」
　　　　　　　　×「お寺があって地域がない。」ということはない。

寺院活性化＋地域活性＝お寺町作り

寺院活性化のはじまり

最初はなんとなくで始まった活動
若坊守（妻）のやりたいこと
↓
副住職（私）の活動
↓
現在

大江香子（妻）若坊守の活動
若坊守の赤ちゃん向け　親子教室
ベビーマッサージ＆ファーストサイン教室
2010年 2月 長女誕生
2010年 秋 ベビーマッサージとの出会い
2012年 3月 ベビーマッサージ教室主催資格
2012年 11月 ファーストサイン
2016年  ベビーフォトグラファー
結果
若い人がお寺に来るようになった。
しかも、20代、30代の女性たち。
妻の出産時以外、１か月に２、３回教室を実施。
申し込みは途切れたことがない。
お寺に行くというハードルが下がった。

副住職　大江　英崇の活動
現在の活動
１．伝統的なもの
　　葬儀・法事・月参り
　　伝統的な法要・行事
２．新しく始めたもの
　　◎お寺で…　お経の会　日曜学校　お寺カフェ
　　　　　　　　花まつり（お寺マルシェ　お寺ライブ）　
　　　　　　　　お坊さんとしゃべらナイト
　　◎外で…　　坊主カフェ・バー
　　　　　　　　野外イベントにブース出店。
　　場所①　お寺で…
　　　　　　お寺カフェ
　　　　　　お坊さんとしゃべらナイト
　　　　　　お寺マルシェ
　　場所②　僧侶が動いて街のいつもの場所を、お寺にする。
　　　　　　ＢＯＺＵ坊主ＢＡＲ

寺院活性化＋地域活性＝お寺町作り　おてらまちづくり
地域活性化
ローカルWebメディアぶぜんらいふ
2016年10月に仲間の一言から発足。
人がつながるおもしろメディアをコンセプトに。
移住・観光・交流人口の増加を目指す。
自ら豊前を楽しむ。
取材
グルメ　インタビュー　モノづくり　観光スポット　伝統的なもの
豊前を知ることができる。
豊前って面白い。
もっと豊前を好きになった。

未来の住職塾
MBA僧侶　塾長、松本紹圭氏
宗派を超えた勉強会
１年間で５回の講義＆ワークショップ（現在は６回）
最終回に、寺業計画書発表
経営の考え方でお寺を考える。
→ただし、お金儲けが目的ではない。
→お寺の真の価値を発見することを目的とする。
“寺”業計画書のプレゼン

賢明寺の使命
①「悲しみの涙の時も、喜びの涙の時も、いつもどんな時でも、一
人じゃない。私と、今、ここに。なもあみだぶつ。」という仏様
のお心をよりどころとします。
②どなたでも、「つながりあう」嬉しさ、安心を、気さくな僧侶・
坊守・ご門徒と一緒に味わえる、「みんなのお寺」です。
③仏法に育てられ、仏法に生かされていくことの喜びを、「ご法話
を聞く」ことを中心として、様々な形で体現していきます。

まとめ
コンビニよりも多いと言われる、お寺。
お寺が変われば、地域も変わる。
「人と心のよりどころ。」

みんなのお寺という意識が、檀家・門徒の所属とかではなく、本当
の意味での、「たよれる私のお寺」になる。


